
１．西三河柔道協会の歩み 

 

 西三河で柔道を最初に始められたのは、大正６年に岡崎市松屋町に講武館という名の柔道場を開設された接骨

師・鈴木利作である。ここで多くの門下生を育成され、この中には近藤時次郎、山崎末吉、鈴木利男、鈴木九三

等多くの有段者がいる。 

 その後、昭和１２年に本間淳治が岡崎柔道会を結成された。本格的に西三河地区の柔道が発展し始めたのは、

昭和１５年頃今野新次郎、山崎末吉、柏木信行の三氏により有段者会を結成してからである。しかし、昭和１６

年に第二次世界大戦が勃発し活動は中断の状態となる。終戦後、ダグラス・マッカーサー氏（アメリカ）により

日本の武道が一時禁止されたが、その後復活し今野道場、山崎道場、柏木道場、文化道場、練心館、本間道場、

福井道場、等々を中心に多くの門人を育成し発展し始めた。 

 昭和２２年に山崎末吉、今野新次郎、柏木信行の三氏により西三河柔道会が結成された。 

 

発足当時の役員名 

 

会 長： 小笠原 鋪    審議委員長： 近藤 時次郎 

副会長： 本間 淳治  副委員長： 市川 三郎 

理事長： 山崎 末吉  研究部長： 山崎 末吉 

常任理事： 市川 三郎  地区委員： 鈴木 敏男 

常任理事： 今野 新次郎   川崎 金一 

常任理事： 世古田 菊治   鈴木 菅治 

常任理事： 柏木 信行    

 当時、西三河柔道会に所属する五段以上の役員は２４名。月次試験は、岡崎市警察署の細長い５０畳あまりの

道場で行われ、初段受験者は２０～３０名程度で実施された。 

 

昭和２２年１２月２日発会式昇段試験における初段決定者 

 

伊藤利治、中村吉弥、辻村昭二、津田識義、石橋昭和、古居寅吉 

今野影一、中川文雄、奥谷喜八郎、長谷川正義、鈴木英司、古瀬三代喜 

小島彦史、宮田アキラ、真田智鏡、山本高一、中島泰、野田勇、 

不破治之、永田健一、柴田秀輔、伊藤俊和、本田一、鈴木正吾、 

                                   以上２４名 


